
光技術の応用で新しい産業を

通常の産業が最終製品の生産を頂点に多くのメーカーが層を成す「ピラミッド
型」です。一方、光技術を応用する産業は、先端光技術を原点に、医療、バイ
オ、農業、エネルギー、情報、加工など幅広い産業領域に新たな展開を生み出
す「逆ピラミッド型」で、その応用領域は日々広がっています。弊学は、「逆
ピラミッド」の角度、すなわち光技術の応用領域を扇のように大きく広げ、産
業界への貢献をめざしています。

イノベーションネットアワード
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光産業創成研究科
光産業創成専攻

尖端光産業経営分野

光加工・プロセス分野

光情報・システム分野

光エネルギー分野

光バイオ分野

光医療・健康分野

起業実践コース

新事業開発コース

ﾊﾞｲｵﾌｫﾄﾆｸｽﾃﾞｻﾞｲﾝ分野

カリキュラム

学生は、自身や所属企業の事業をテーマにしたビジネスプランで入学試験に臨み、
入学後に作成・発表する博士研究計画を基に経営系 分野、技術系 分野のいずれ
かに所属します。

学則第 条

光産業創成大学院大学は、光と生命体、物質、情報等とのかかわりに関する学理と知見を
基礎に置きつつ、光の発生、変換・制御、利用に関する最先端技術を駆使し、光の各種機
能を連携・融合、さらにそれらの技術と経営の融合に関する研究開発を教授研究し、その
深奥をきわめ、新産業を自ら実践しうる人材養成を行うことを目的とする。

・ 年 月開学
・博士後期課程（ 年課程）、光産業創成研究科光産業創成専攻
・起業実践コース・新事業開発コース ・入学定員： 名 ・総定員 ： 名

実践を通して｢光｣の起業家・事業化を育成

弊学は、『今世紀における光技術の重要性を認識し、光技術を使った日本発の
新しい産業を創成するために、社会が求めるニーズをもって新産業創成を志す
人材を養成する』という初代理事長の思いから、光技術のリーディングカンパ
ニーである浜松ホトニクス㈱が中心となって設立された博士後期課程の大学院
大学です。
これから事業を起こそうという起業家、中小企業の経営者、会社の中で新たな
事業を行おうとする事業担当者を学生として受け入れ、各々のビジネスプラン
の実現とそれを反映した博士号の取得を、教員・職員がバックアップしていま
す。標準 年課程で入学定員 名総定員は 名で、学生の平均年齢は 代前半で
全員社会人です。
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講義科目

Ⅰ類
経営系
科目

経営理論、マーケティング
財務会計、管理会計
マーケティングの実践、商品企画書作成、 による評価
ビジネスモデルと密接に関係した知的財産戦略の演習
経営戦略論、コーポレート・ファイナンス
事業を展開していく上で必要な能力の涵養
ビジネスプランのブラッシュアップ
医療・バイオ機器等の製品開発と事業化のためのデザイン思考

Ⅱ類
技術系
科目

光の性質、数学的表現・取扱、本質の理解、波動・幾何・電子光学、相対論・素粒子論から見た光
光と物質の相互作用、光物性、ﾚｰｻﾞｰ等光ﾃﾞﾊﾞｲｽ、ﾚｰｻﾞｰ工学、物性論、非線形光学ﾚｰｻﾞｰ対応
基盤技術、光源、光検出器、光学素子、光学・機構設計、回路技術、システム制御、計算機処理
質量分析、
生体工学、生体光学、医用画像工学、神経科学
バイオテクノロジー、生命倫理、私物多様性
レーザー加工（溶接、表面加工、除去）、レーザー科学
レーザー核融合、レーザー粒子加速器、太陽光発電
干渉計測、分校計測、ホログラフィー、光情報処理
解剖学、生理学、病理学、医療倫理、医療安全
光と生物・環境・農業・医療、生体分子分析、バイオイメージング、遺伝子操作

経営系と技術系が学べる

年間の流れ

入学後は、経営や光技術の講義を受講しながら、目の前の課題解決と同時に 年先の事
業をつくるために新しい技術と新しいビジネスを模索・実践し、その成果を研究論文に
まとめ博士号の取得をめざします。
大学の制度を利用すれば、 年分の学費で最長 年間在学が可能、また、条件を満たせば
年での早期修了も可能です。
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技術 経営

学術論文指導
・光技術の研究開発
・新しい光技術の研究
・光技術の新しい応用
の研究

経営組織、経営戦略、
事業開発に関する研究

事業実践支援 ・光技術関連の
技術開発、製品開発

・マーケティング
・製品開発・事業開発
・知財戦略
・販路開拓
・広報活動

学生の「事業プランの実現」と「学術的な成果」のため、
学生の研究活動・事業活動の内容に応じて、学生 人に
対して、技術・経営、学術・事業の つのカテゴリに複
数の教員がかかわり、サポートしています。

支援体制

時間割
前期 ～ 月 月 火 水

光バイオ工学特論 光生体工学特論 光医工学特論

光システム工学特論 フォトニクス特論 バイオフォトニクスデザイン特論

光学総論 経営学総論

マーケティング実践演習 隔週
ビジネス・プロデュース特論 隔週

企業会計特論

後期 ～ 月 月 火

光加工・プロセス特論 光エネルギー工学特論

光医療･健康特論 光計測センシング特論

ﾊﾞｲｵフォトニクス工学特論 知財戦略特論

光産業創成論 隔週
経営戦略とファイナンス

赤字：必修
青地：選択必修
黒字：選択

この他、全体で行うゼミナールと、
所属分野で行うゼミナールがある。

会議システムで受講可能
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教員
経営・バイオ・医療・光計測・レーザーの専門家達
（専任教員 名、特任教員 名、他客員教員 名）で
構成され、自身の研究活動と並行して、学生の研究
指導とその技術開発・事業化に向け二人三脚で取り
組んでいます。
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施設・設備
各種レーザー・電子顕微鏡など研究設備の利用、
インキュベーションルーム（個室）の無償貸与、
来客・打ち合わせ等で会議室を利用できます。
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地域との連携
• 浜松光宣言 静岡大学、浜松医科大学、浜松ホトニクス、弊学
• 連携機関 静岡県、浜松市、浜松商工会議所、静岡県産業振興財団、

浜松地域イノベーション推進機構・フォトンバレーセンター、
静岡銀行、浜松いわた信用金庫、遠州信用金庫

• 海外連携 ドイツ、イエナ・ベルリン・アーヘン・ミュンヘン
• 民間企業との共同研究 弊学が主催するレーザー加工の導入・

実用化を推進できる人材を育成する
「レーザーによるものづくり中核人材
育成講座」（ 年度に経済産
業省の委託事業）の実習会場の提供。
中小企業の課題解決のための相談対応、
サポイン事業等で相互に連携・協力。
産学官金連携プログラム ）にお
ける中小企業の技術課題解決の研究機
関として連携、協力するなどしていま
す。また、地域の企業との共同研究も
行っています。

各種サポート
設 備 施 設 知財戦略

本学保有の装置利用
・各種レーザー装置
（ﾌｪﾑﾄ秒ﾚｰｻﾞｰ、ﾌｧｲﾊﾞｰﾚｰｻﾞｰ）
・走査型電子顕微鏡
・分光光度計 など

インキュベーションルームの
無償貸与（約 平米）
会議室の利用

特許調査・出願のサポート

情 報 資 金 技術・経営
データベース利用
・
・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾃﾞｰﾀ･ﾊﾞﾝｸ
・日経テレコン
書籍文献検索

展示会共同出展
各種助成金共同申請
研究活動費支援
給付型奨学金

教員の人脈を活かした販路開拓
ヒアリング同行
教員が指導・助言
学術的意義づけ
共同研究等で修了後も継続支援

知的財産権に関する戦略・調査・出願サポート、市場調査用のデータベー
ス利用、展示会出展、奨学金制度等、ニーズに応じて支援。さらに、各種
助成金申請のサポートや大学との共同申請による資金調達、教員の人脈を
活かした販路開拓、ユーザーへのヒアリング同行などを実施しています。
また、学生が所属する企業の幹部や上司等と緊密に連携し、修了後も共同
研究を行うなどして継続して事業化支援に携わっています。
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実績

売上増加額 円対象期間： 年度～ 年度

雇用増加数 人対象期間： 年度～ 年度
・ ・ 年度に弊学に入学した が設立し代表を務める企業 社の売上増加額と

雇用増加数について、帝国データバンク、東京商工リサーチの企業情報より集計。

・ 年度 大学発ベンチャー表彰「特別賞」
弊学発スタートアップ企業パイフォトニクス㈱、ジーニアルライト㈱との共同受賞
年度 一般財団法人機械振興協会新機械振興賞「審査委員長特別賞」
年度 レーザー学会産業賞「貢献賞」（レーザーによるものづくり中核人材育成講座）

生産現場における作業者の注意喚起用として高指向性、光パターン
形成ＬＥＤ照明装置が急速に需要を伸ばしているベンチャー企業、
溶接業からレーザーヘッド開発の新事業を立ち上げた中小企業や、
光学機器微弱光検出技術を活用して近赤外生体モジュールセンサー
を開発したベンチャー企業等があり、日本の製造業を未来へとつな
ぐ担い手として、 やメディア等からも広く期待されています。

受賞

活用例

106名

45名
42% 30%

年 月開学以来延べ 名が学生として弊学に入学しています。
年 月現在、在学生は 名。博士（光産業創成）取得者 名。学生・ が立ち

上げたスタートアップ企業数 社、弊学に入学し事業化に取り組んでいる企業の経
営者層は 名を数えます。地域毎の内訳は浜松地域が 名、東海・中京圏が 名、
その他全国が 名です。また、個人入学してくる起業家 名、中小・ベンチャー企
業の経営者等 名、大企業からの派遣 名です。業種は多岐に及んでいます。

106名
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活躍する同窓生たち

活躍する
同窓生たち
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活躍する同窓生たち

活躍する同窓生たち
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学生・ の声

在学生・同窓生の 名にアンケートを配布、
回答をいただいた 名の声を集計しました！

活躍する同窓生たち
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年後、 兆円産業をめざして

近年は、入学者数に占める起業家の割合の減少が課題の一つとなっていて、
光の応用産業を担う新たな人材発掘を目的に、 年度に初めて弊学主催で
ビジネスプランコンテストを行うなど、新たな取り組みを行っています。
今後、 年大学を存続させれば、 人の修了生が輩出されます。その修了
生達が経営する企業群の年間平均 億円売り上げ、 兆円産業になるよう、今
後もスタートアップ・中小企業を支援していきます。
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